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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】乗客が列車の扉からあわてて出ることがなく、
怪我をする可能性が低くなるようにする。
【解決手段】扉開閉指示部２により、列車が駅プラット
ホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置に停車
するときに外部から開扉指示を受けこの受けた開扉指示
に基づいて列車の開扉開始信号を出力し、駅識別情報取
得部３により、駅の識別情報を取得し、開順序データ格
納部５により、駅プラットホーム上の出入口から列車の
各扉までの距離が短い順に大きくなるように、かつこの
距離に応じた時間間隔となるように定めた、列車が駅プ
ラットホームに停車してからそれぞれの開扉開始時間を
、駅識別情報と列車の扉番号とに対応させて格納し、扉
制御部４により、扉開閉指示部２から開扉開始信号を受
信し、駅識別情報取得部３から駅識別情報を受け、開順
序データ格納部５から駅識別情報と列車の扉番号とに対
応するそれぞれの開扉開始時間を取得し各扉を順番に開
扉制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　列車の扉を開閉制御する列車の扉開閉装置であって、
　前記列車が駅プラットホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置に停車するとき
に外部から開扉指示を受けこの受けた開扉指示に基づいて前記列車の扉を開くための開扉
開始信号を出力する扉開閉指示部と、
　現在前記列車が停車しようとする駅の識別情報を取得する駅識別情報取得部と、
　前記駅識別情報に対応する前記駅プラットホーム上の出入口から前記予定位置に停車し
たときの前記列車の各扉までの距離が短い順に大きくなるように、かつこの距離に応じた
時間間隔となるように定めた、前記列車が前記駅プラットホームに停車してから前記列車
の各扉が開扉を開始するまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を、前記駅識別
情報と前記列車の扉番号とに対応させて格納する開順序データ格納部と、
　前記扉開閉指示部から前記開扉開始信号を受信しこの受信に応じて、前記駅識別情報取
得部から前記駅識別情報を受け、前記開順序データ格納部から前記駅識別情報取得と前記
列車の前記扉番号とに対応するそれぞれの前記開扉開始時間を取得しこの取得した各開扉
開始時間に従って各扉を順番に開扉制御する扉制御部と、
　を備えたことを特徴とする列車の扉開閉装置。
【請求項２】
　前記扉開閉指示部が受ける前記開扉指示は、前記列車のオペレータの操作に基づく指示
であり、前記駅識別情報は前記列車が予め保持され、前記駅識別情報取得部は前記駅識別
情報を前記列車から取得する、ことを特徴とする請求項１記載の列車の扉開閉装置。
【請求項３】
　前記扉開閉指示部は、前記開扉指示を前記列車が停車する駅が備えた駅装置から受け、
前記駅識別情報取得部は、前記列車が前記駅プラットホームに停車するときに前記駅識別
情報を前記駅装置から取得する、ことを特徴とする請求項１記載の列車の扉開閉装置。
【請求項４】
　前記扉開閉指示部は、前記開扉指示を前記列車の運行を管理制御する中央管理システム
から受け、前記駅識別情報取得部は、前記駅識別情報を前記中央管理システムから取得す
ることを特徴とする請求項１記載の列車の扉開閉装置。
【請求項５】
　列車に設けられ、前記列車の扉を開閉制御する列車の扉開閉装置であって、
　前記列車が駅プラットホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置に停車するとき
に、外部からこの駅の駅情報を受けこの受けた駅情報に基づいて、前記列車の扉を開くた
めの、前記駅情報を含んだ開扉開始信号を出力する扉開閉指示部と、
　前記開扉開始信号を受け、前記開扉開始信号に含まれた前記駅情報から前記駅プラット
ホーム上の出入口情報を取得し、この出入口情報の示す前記予定位置に停車したときの前
記列車の各扉から前記出入口までの距離が短い順に大きくなるように、かつこの距離に応
じた時間間隔となるように、前記列車が前記駅プラットホームに停車してから前記列車の
各扉が開扉を開始するまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を算出する開順序
データ算出部と、
　前記開順序データ算出部が算出したそれぞれの前記開扉開始時間を受けこの受けた各開
扉開始時間に従って各扉を順番に開扉制御する扉制御部と、
　を備えたことを特徴とする列車の扉開閉装置。
【請求項６】
　前記開順序データ格納部は、前記駅プラットホーム上の前記出入口から前記列車の各扉
までの前記距離が短い順に前記各扉を複数のグループに分けたときの前記グループの順に
大きくなるようにしたそれぞれの前記開扉開始時間を、前記駅識別情報と前記列車の扉番
号とに対応させて格納することを特徴とする請求項１、２、３又は４記載の列車の扉開閉
装置。
【請求項７】
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　それぞれの前記扉の前記開扉開始時間＝（自身の扉の前記距離－最短距離）／開扉制御
パラメータ、ここで、前記開扉制御パラメータ＝（最長距離－最短距離）／最大開扉時間
差、
　但し、最短距離は、前記駅プラットホーム上の前記出入口から前記列車の各扉までの前
記距離のうち最も短い距離、
　最長距離は、前記駅プラットホーム上の前記出入口から前記列車の各扉までの前記距離
のうち最も長い距離、
　最大開扉時間差は、最初に開く前記扉から最後に開く前記扉までの時間、
　を示すことを特徴とする請求項１、２、３、４又は５記載の列車の扉開閉装置。
【請求項８】
　列車の扉を開閉制御する列車の扉開閉方法であって、
　駅プラットホーム上の出入口からこの駅プラットホームの予定位置に停車した列車の各
扉までの距離が短い順に大きくなるように、かつこの距離に応じた時間間隔となるように
定めた、前記列車が前記駅プラットホームに停車してから前記列車の各扉が開扉を開始す
るまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を、前記駅プラットホームを有する駅
の識別情報と前記列車の扉番号とに対応させて格納し、
　前記列車が前記駅プラットホームに進入してこの駅プラットホームの前記予定位置に停
車するときに外部から開扉指示を受けこの受けた開扉指示に基づいて前記列車の扉を開く
ための開扉開始信号を出力し、
　前記開扉開始信号を受信しこの受信に応じて、現在前記列車が停車しようとする駅の前
記駅識別情報を取得し、
　この取得した前記駅識別情報と前記列車の前記扉番号とに対応する前記格納されたそれ
ぞれの前記開扉開始時間を取得し、
　この取得した各開扉開始時間に従って各扉を順番に開扉する、
　ことを特徴とする列車の扉開閉方法。
【請求項９】
　列車の扉を開閉制御する列車の扉開閉方法であって、
　前記列車が駅プラットホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置に停車するとき
に、前記駅プラットホームを有する駅の駅情報を受けこの受けた駅情報に基づいて、前記
列車の扉を開くための、前記駅情報を含んだ開扉開始信号を出力し、
　前記開扉開始信号を受けこの開扉開始信号に含まれる前記駅情報から前記駅プラットホ
ーム上の出入口情報を取得し、この出入口情報の示す前記予定位置に停車したときの前記
列車の各扉から前記出入口情報で示す出入口までの距離が短い順に大きくなるように、か
つこの距離に応じた時間間隔となるように、前記列車が前記駅プラットホームに停車して
から前記列車の各扉が開扉を開始するまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を
算出し、
　この算出したそれぞれの前記開扉開始時間に従って各扉を順番に開扉する、
　ことを特徴とする列車の扉開閉方法。
【請求項１０】
　それぞれの前記扉の前記開扉開始時間＝（自身の扉の前記距離－最短距離）／開扉制御
パラメータ、ここで、前記開扉制御パラメータ＝（最長距離－最短距離）／最大開扉時間
差、
　但し、最短距離は、前記駅プラットホーム上の前記出入口から前記列車の各扉までの前
記距離のうち最も短い距離、
　最長距離は、前記駅プラットホーム上の前記出入口から前記列車の各扉までの前記距離
のうち最も長い距離、
　最大開扉時間差は、最初に開く前記扉から最後に開く前記扉までの時間を示す、とした
ことを特徴とする請求項８又は９記載の列車の扉開閉方法。
【請求項１１】
　コンピュータに、列車の扉を開閉制御する機能を実現させるための扉開閉制御プログラ
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ムであって、
　駅プラットホーム上の出入口からこの駅プラットホームの予定位置に停車した列車の各
扉までの距離が短い順に大きくなるように、かつこの距離に応じた時間間隔となるように
定めた、前記列車が前記駅プラットホームに停車してから前記列車の各扉が開扉を開始す
るまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を、前記駅プラットホームを有する駅
の識別情報と前記列車の扉番号とに対応させて格納する機能と、
　前記列車が前記駅プラットホームに進入してこの駅プラットホームの前記予定位置に停
車するときに外部から開扉指示を受けこの受けた開扉指示に基づいて前記列車の扉を開く
ための開扉開始信号を出力する機能と、
　前記開扉開始信号を受信しこの受信に応じて、現在前記列車が停車しようとする駅の前
記駅識別情報を取得する機能と、
　この取得した前記駅識別情報と前記列車の前記扉番号とに対応する前記格納されたそれ
ぞれの前記開扉開始時間を取得する機能と、
　この取得した各開扉開始時間に従って各扉を順番に開扉する機能と、
　をコンピュータに実現させるための扉開閉制御プログラム。
【請求項１２】
　コンピュータに、列車の扉を開閉制御する機能を実現させるための扉開閉制御プログラ
ムであって、
　列車が駅プラットホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置に停車するときに、
前記駅プラットホームを有する駅の駅情報を受けこの受けた駅情報に基づいて、前記列車
の扉を開くための、前記駅情報を含んだ開扉開始信号を出力する機能と、
　前記開扉開始信号を受けこの開扉開始信号に含まれる前記駅情報から前記駅プラットホ
ーム上の出入口情報を取得し、この出入口情報の示す前記予定位置に停車したときの前記
列車の各扉から前記出入口情報で示す出入口までの距離が短い順に大きくなるように、か
つこの距離に応じた時間間隔となるように、前記列車が前記駅プラットホームに停車して
から前記列車の各扉が開扉を開始するまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を
算出する機能と、
　この算出したそれぞれの前記開扉開始時間に従って各扉を順番に開扉する機能と、
　をコンピュータに実現させるための扉開閉制御プログラム。
【請求項１３】
　それぞれの前記扉の前記開扉開始時間＝（自身の扉の前記距離－最短距離）／開扉制御
パラメータ、ここで、前記開扉制御パラメータ＝（最長距離－最短距離）／最大開扉時間
差、
　但し、最短距離は、前記駅プラットホーム上の前記出入口から前記列車の各扉までの前
記距離のうち最も短い距離、
　最長距離は、前記駅プラットホーム上の前記出入口から前記列車の各扉までの前記距離
のうち最も長い距離、
　最大開扉時間差は、最初に開く前記扉から最後に開く前記扉までの時間を示す、とした
ことを特徴とする請求項１１又は１２記載の扉開閉制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、列車の扉開閉装置及び列車の扉開閉方法並びに扉開閉制御プログラムに関し
、駅プラットホームでの混雑を緩和する列車の扉開閉装置及び列車の扉開閉方法並びに扉
開閉制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通勤ラッシュ時間帯等での駅プラットホームでは、列車が駅プラットホームに停車した
後、列車から降りた人がほぼ同時に駅プラットホームの階段口や改札口等の出入口（以後
、出入口と記載する。）へ向かうため、駅プラットホーム上の出入口付近が混雑する。
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【０００３】
　このような問題を解決する技術が特許文献１に記載されている。特許文献１に記載のプ
ラットホームドア装置は、駅プラットホームに設置され列車の扉に対応して設けられる開
閉可能な複数のプラットホームドアと、各プラットホームドアの開閉速度パターンを示す
速度パターン情報を格納する記憶装置と、速度パターン情報に基づき各プラットホームド
アの開閉を制御する制御装置と、を備える。速度パターン情報は、複数種類の閉動作速度
パターン及び複数種類の開動作速度パターンを有する。制御装置は、プラットホームに到
着した列車から「開」又は「閉」信号を受信し、受信した時点での時間帯に応じて、各プ
ラットホームドアの開又は閉の動作速度パターンを記憶装置から取得する。そして、制御
装置は、この開又は閉の動作速度パターンに基づいて各プラットホームドアの開又は閉動
作を制御する。
【０００４】
　このプラットホームドア装置は、ラッシュ時間帯においては、出入口付近のプラットホ
ームドアの開動作速度パターンに、他のプラットホームドアの開動作速度パターンよりも
速い速度を設定している。このため、ラッシュ時間帯においては、出入口付近のプラット
ホームドアの開動作の速度は他のプラットホームドアの速度よりも速いので、出入口付近
のプラットホームドアは他のプラットホームドアよりも速く全開する。このため、自身の
降車する列車の扉が出入口付近の乗客は、他の列車の扉から降車する乗客よりも早く降車
でき早めに出入口の方へ移動することができる。このように、このプラットホームドア装
置は、出入口方向への移動に対して、出入口付近の列車の扉から降車した人と他の扉から
降車した人との間に時間差を作成して駅のプラットホーム上の出入口付近の混雑を緩和し
ている。
【０００５】
　このように、このプラットホームドア装置によると、出入口付近のプラットホームドア
に比べて他のプラットホームドアはゆっくりと開く。このため、他のプラットホームドア
に対応する列車の扉から降車しようとしている乗客はすでに他の乗客が降車しているのが
見えるので、開きかけているプラットホームドアからあわてて出ようとし、プラットホー
ムドアと接触したり他者ともみ合ったりして怪我をする可能性が高くなるおそれがある。
【０００６】
　また、このプラットホームドア装置は、プラットホームに設置されたプラットホームド
ア毎に、各時間帯に対応した開閉動作速度パターンを有し、時間帯に対応した開閉動作速
度パターンに基づいてプラットホームドアの制御を行っている。しかし、一般的な列車の
運行では、運用される列車の機種は日付、時刻により異なる。そして、列車の機種が異な
ると列車の扉の配置や個数が異なる。このため、このプラットホームドア装置でプラット
ホーム上の混雑を緩和するためには、運用される列車の機種に合わせて、毎日、速度パタ
ーン情報を更新する必要があり、手間やコストが掛かるという問題がある。
【０００７】
　さらに、列車が予定停車時刻から遅れて駅に進入しプラットホームに停車したときには
、この列車は、本来この時刻に停車すべき列車と異なる場合がある。列車は機種毎に扉の
配置や個数が異なる。また、このプラットホームドア装置は、時間帯に対応する各プラッ
トホームドアの速度パターン情報を備えている。したがってこの場合には、このプラット
ホームドア装置は、現在停車している列車に適用するべき速度パターン情報と異なる速度
パターン情報を適用する可能性があり、出入口付近のプラットホームドアが他のプラット
ホームドアより速く開かない可能性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－０３０７８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】



(6) JP 2012-171455 A 2012.9.10

10

20

30

40

50

【０００９】
　上述した特許文献１記載のプラットホームドア装置は、通勤ラッシュ時間帯等において
、駅プラットホーム上の出入口付近等の混雑を緩和するために、出入口付近のプラットホ
ームドアに比べて他のプラットホームドアをゆっくり開くようにしている。このため、他
のプラットホームドアに対応する列車の扉から降車しようとしている乗客はすでに他の乗
客が降車しているのが見えるので、ゆっくり開きかけているプラットホームドアからあわ
てて出ようとする。このため、降車しようとしている乗客はプラットホームドアと接触し
たり他者ともみ合ったりして怪我をする可能性が高くなるおそれがある。 　
　また、上述した特許文献１記載のプラットホームドア装置は、プラットホームドア毎に
、各時間帯に対応した開閉動作速度パターンを有し、時間帯に対応した開閉動作速度パタ
ーンに基づいてプラットホームドアの制御を行っている。このため、このプラットホーム
ドア装置でプラットホーム上の混雑を緩和するためには、運用される列車の機種に合わせ
て、毎日、速度パターン情報を更新する必要があり、手間やコストが掛かるという問題が
ある。
【００１０】
　更に、上述した特許文献１記載のプラットホームドア装置は、時間帯に対応させて各プ
ラットホームドアの速度パターン情報を備えている。このため、列車が予定停車時刻から
遅れて駅に進入しプラットホームに停車したときには、このプラットホームドア装置は、
現在停車している列車に適用するべき速度パターン情報と異なる速度パターン情報を適用
する可能性がある。このため、出入口付近のプラットホームドアが他のプラットホームド
アより速く開かない可能性がある。このように、このプラットホームドア装置は、列車の
運行状況の動的な変化に対して追従することができないおそれがあるという問題がある。
【００１１】
　本発明の目的は、上記課題を解決する、列車の扉開閉装置及び列車の扉開閉方法並びに
扉開閉制御プログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の列車の扉開閉装置は、列車の扉を開閉制御する列車の扉開閉装置であっ
て、前記列車が駅プラットホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置に停車すると
きに外部から開扉指示を受けこの受けた開扉指示に基づいて前記列車の扉を開くための開
扉開始信号を出力する扉開閉指示部と、現在前記列車が停車しようとする駅の識別情報を
取得する駅識別情報取得部と、前記駅識別情報に対応する前記駅プラットホーム上の出入
口から前記予定位置に停車したときの前記列車の各扉までの距離が短い順に大きくなるよ
うに、かつこの距離に応じた時間間隔となるように定めた、前記列車が前記駅プラットホ
ームに停車してから前記列車の各扉が開扉を開始するまでの各予定時間を示すそれぞれの
開扉開始時間を、前記駅識別情報と前記列車の扉番号とに対応させて格納する開順序デー
タ格納部と、前記扉開閉指示部から前記開扉開始信号を受信しこの受信に応じて、前記駅
識別情報取得部から前記駅識別情報を受け、前記開順序データ格納部から前記駅識別情報
取得と前記列車の前記扉番号とに対応するそれぞれの前記開扉開始時間を取得しこの取得
した各開扉開始時間に従って各扉を順番に開扉制御する扉制御部と、を備えている。
【００１３】
　本発明の第２の列車の扉開閉装置は、列車に設けられ、前記列車の扉を開閉制御する列
車の扉開閉装置であって、前記列車が駅プラットホームに進入しこの駅プラットホームの
予定位置に停車するときに、外部からこの駅の駅情報を受けこの受けた駅情報に基づいて
、前記列車の扉を開くための、前記駅情報を含んだ開扉開始信号を出力する扉開閉指示部
と、前記開扉開始信号を受け、前記開扉開始信号に含まれた前記駅情報から前記駅プラッ
トホーム上の出入口情報を取得し、この出入口情報の示す前記予定位置に停車したときの
前記列車の各扉から前記出入口までの距離が短い順に大きくなるように、かつこの距離に
応じた時間間隔となるように、前記列車が前記駅プラットホームに停車してから前記列車
の各扉が開扉を開始するまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を算出する開順
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序データ算出部と、前記開順序データ算出部が算出したそれぞれの前記開扉開始時間を受
けこの受けた各開扉開始時間に従って各扉を順番に開扉制御する扉制御部と、を備えてい
る。
【００１４】
　本発明の第１の列車の扉開閉方法は、列車の扉を開閉制御する列車の扉開閉方法であっ
て、駅プラットホーム上の出入口からこの駅プラットホームの予定位置に停車した列車の
各扉までの距離が短い順に大きくなるように、かつこの距離に応じた時間間隔となるよう
に定めた、前記列車が前記駅プラットホームに停車してから前記列車の各扉が開扉を開始
するまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を、前記駅プラットホームを有する
駅の識別情報と前記列車の扉番号とに対応させて格納し、前記列車が前記駅プラットホー
ムに進入してこの駅プラットホームの前記予定位置に停車するときに外部から開扉指示を
受けこの受けた開扉指示に基づいて前記列車の扉を開くための開扉開始信号を出力し、前
記開扉開始信号を受信しこの受信に応じて、現在前記列車が停車しようとする駅の前記駅
識別情報を取得し、この取得した前記駅識別情報と前記列車の前記扉番号とに対応する前
記格納されたそれぞれの前記開扉開始時間を取得し、この取得した各開扉開始時間に従っ
て各扉を順番に開扉するようにしている。
【００１５】
　本発明の第２の列車の扉開閉方法は、列車の扉を開閉制御する列車の扉開閉方法であっ
て、前記列車が駅プラットホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置に停車すると
きに、前記駅プラットホームを有する駅の駅情報を受けこの受けた駅情報に基づいて、前
記列車の扉を開くための、前記駅情報を含んだ開扉開始信号を出力し、前記開扉開始信号
を受けこの開扉開始信号に含まれる前記駅情報から前記駅プラットホーム上の出入口情報
を取得し、この出入口情報の示す前記予定位置に停車したときの前記列車の各扉から前記
出入口情報で示す出入口までの距離が短い順に大きくなるように、かつこの距離に応じた
時間間隔となるように、前記列車が前記駅プラットホームに停車してから前記列車の各扉
が開扉を開始するまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を算出し、この算出し
たそれぞれの前記開扉開始時間に従って各扉を順番に開扉するようにしている。
【００１６】
　本発明の第１の扉開閉制御プログラムは、コンピュータに、列車の扉を開閉制御する機
能を実現させるための扉開閉制御プログラムであって、駅プラットホーム上の出入口から
この駅プラットホームの予定位置に停車した列車の各扉までの距離が短い順に大きくなる
ように、かつこの距離に応じた時間間隔となるように定めた、前記列車が前記駅プラット
ホームに停車してから前記列車の各扉が開扉を開始するまでの各予定時間を示すそれぞれ
の開扉開始時間を、前記駅プラットホームを有する駅の識別情報と前記列車の扉番号とに
対応させて格納する機能と、前記列車が前記駅プラットホームに進入してこの駅プラット
ホームの前記予定位置に停車するときに外部から開扉指示を受けこの受けた開扉指示に基
づいて前記列車の扉を開くための開扉開始信号を出力する機能と、前記開扉開始信号を受
信しこの受信に応じて、現在前記列車が停車しようとする駅の前記駅識別情報を取得する
機能と、この取得した前記駅識別情報と前記列車の前記扉番号とに対応する前記格納され
たそれぞれの前記開扉開始時間を取得する機能と、この取得した各開扉開始時間に従って
各扉を順番に開扉する機能と、をコンピュータに実現させるようにしている。
【００１７】
　本発明の第２の扉開閉制御プログラムは、コンピュータに、列車の扉を開閉制御する機
能を実現させるための扉開閉制御プログラムであって、列車が駅プラットホームに進入し
この駅プラットホームの予定位置に停車するときに、前記駅プラットホームを有する駅の
駅情報を受けこの受けた駅情報に基づいて、前記列車の扉を開くための、前記駅情報を含
んだ開扉開始信号を出力する機能と、前記開扉開始信号を受けこの開扉開始信号に含まれ
る前記駅情報から前記駅プラットホーム上の出入口情報を取得し、この出入口情報の示す
前記予定位置に停車したときの前記列車の各扉から前記出入口情報で示す出入口までの距
離が短い順に大きくなるように、かつこの距離に応じた時間間隔となるように、前記列車
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が前記駅プラットホームに停車してから前記列車の各扉が開扉を開始するまでの各予定時
間を示すそれぞれの開扉開始時間を算出する機能と、この算出したそれぞれの前記開扉開
始時間に従って各扉を順番に開扉する機能と、をコンピュータに実現させるようにしてい
る。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、列車の各扉を、駅プラットホーム上の出入口からの距離が短い順番に
、かつ出入口からの距離に応じた時間間隔で開くようにして、駅プラットホーム上の階段
口付近等の出入口の混雑を緩和するようにした。このため、ゆっくりと開く扉がないので
、列車から降車しようとしている乗客が、ゆっくりと開きかけている列車の扉からあわて
て出ることがなく、怪我をする可能性が低くなる。
【００１９】
　また、本発明によれば、列車の各扉から駅プラットホーム上の出入口までの予め定めら
れた距離に基づいて、列車の各扉を開く順番及び時間間隔を決める。このため、運用され
る列車の機種に合わせて、毎日、速度パターン情報の更新等のデータ更新をする必要がな
く、手間やコストが掛からない。
【００２０】
　更に、本発明によれば、列車の各扉から駅プラットホーム上の出入口までの予め定めら
れた距離に基づいて、列車の各扉を開く順番及び時間間隔を決める。このため、列車が予
定停車時刻から遅れて駅に進入しプラットホームに停車したときにも、この決めた順番及
び時間間隔を使用して列車の各扉を開くことできるので、列車の運行状況の動的な変化に
対して追従することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る列車の扉開閉装置の一例を示す図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態の動作の一例を示すフローチャートである。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る開扉開始時間算出に用いる列車の各扉から駅プ
ラットホーム上の出入口までの最短距離の一例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る開順序データ格納部が格納している開扉開始時
間の一例を示す図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態に係る列車の扉開閉装置の一例を示す図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態の動作の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る列車の扉開閉装置の一例を示す図である。
【００２３】
　本実施の形態に係る列車の扉開閉装置１は、扉開閉指示部２と、駅識別情報取得部３と
、開順序データ格納部５と、扉制御部４とにより構成する。
【００２４】
　扉開閉指示部２は、列車が駅プラットホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置
に停車するときに外部から開扉指示を受けこの受けた開扉指示に基づいて列車の扉を開く
ための開扉開始信号を出力する。また、列車の停車後、乗客の降車及び乗車後に外部から
閉扉指示を受けこの閉扉指示に基づいて列車の扉を閉じるための閉扉開始信号を出力する
。
【００２５】
　駅識別情報取得部３は、現在列車が停車しようとする駅の識別情報（例えば、駅名、駅
識別番号、駅識別記号等。以後、駅名と記載する。）を取得しこの駅名を出力する。
【００２６】
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　開順序データ格納部５は、列車が駅プラットホームに停車してから列車の各扉が開扉を
開始するまでの各予定時間を示すそれぞれの開扉開始時間を、駅名と列車の扉番号とに対
応させて格納する。開扉開始時間の値は、例えば外部装置等により予め計算され、この外
部装置が開順序データ格納部５に送り、開順序データ格納部５がこれを受け格納する。開
扉開始時間は、駅名に対応する駅プラットホーム上の出入口から予定位置に停車したとき
の列車の各扉までの距離が短い順に大きくなるように、かつこの距離に応じた時間間隔と
なるように定める。
【００２７】
　扉制御部４は、扉開閉指示部２から開扉開始信号を受信しこの受信に応じて、駅識別情
報取得部３から駅名を受け、開順序データ格納部５から駅名と列車の扉番号とに対応する
それぞれの開扉開始時間を取得しこの取得した各開扉開始時間に従って列車の各扉を順番
に開扉制御する。また、扉制御部４は、扉開閉指示部２から閉扉開始信号を受信しこの受
信に応じて、列車の各扉を閉扉制御する。
【００２８】
　前述した扉開閉装置１は、例えば、ハードウェアとしてコンピュータ及びメモリを備え
、扉開閉指示部２、駅識別情報取得部３、開順序データ格納部５、及び扉制御部４の備え
た機能をプログラムとしてメモリに格納しておく。そして、扉開閉装置１は、このコンピ
ュータにより、前述したプログラムをメモリから読み出して実行することにより扉開閉指
示部２、駅識別情報取得部３、開順序データ格納部５、及び扉制御部４の備えた機能を実
現するようにしても良い。
【００２９】
　次に、本実施の形態に係る列車の扉開閉装置の動作を図２、図３、及び図４を参照して
詳細に説明する。
【００３０】
　図２は、本実施の形態に係る列車の扉開閉装置の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【００３１】
　図３は、本実施の形態に係る開扉開始時間算出に用いる列車の各扉から駅プラットホー
ム上の出入口までの最短距離の一例を示す図である。例えば外部装置等で、本扉開閉装置
１を有する列車の扉番号とこの列車が停車する駅の駅名（Ａ～Ｄ）とに対応させて、列車
が駅のプラットホームの予定位置に停車したときの列車の各扉から、駅のプラットホーム
内に設置されている階段の階段口等の出入り口への最短距離の値を格納する。なお、この
図３及び図４で示す列車は２両編成で、各車両の両端に扉を持ち、計４つの扉と本扉開閉
装置１を有する列車を想定する。
【００３２】
　図４は、本実施の形態に係る開順序データ格納部５が格納している開扉開始時間の一例
を示す図である。開順序データ格納部５は、本扉開閉装置１を有する列車の扉番号とこの
列車が停車する駅の駅名（Ａ～Ｄ）とに対応させて、列車が駅のプラットホームに停車し
てから列車の各扉を開けるまでの予定時間である開扉開始時間の値を格納する。
【００３３】
　この図４の表の各開扉開始時間は、図３の表を使用して、例えば次の条件に基づき以下
のように算出する。
【００３４】
　すなわち、駅Ａ～Ｄにおける本列車に与えられた停車時間は６０秒。６０秒のうち全て
の扉の開放時間は４０秒。そして、開扉制御により最初に開く扉から最後に開く扉までの
時間は１０秒間確保でき、閉扉制御により全ての扉が閉まるまでの時間は１０秒間確保で
きるという条件に基づいて説明を行う。これらの値は、列車毎、駅毎に予め定めておく。
【００３５】
　まず、列車が駅Ａのプラットホームの予定位置に停車したときの列車の各扉から、駅の
プラットホーム上の出入口への最短距離から、開扉開始時間の算出を行う。図３の表の囲
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み１００の駅Ａは、プラットホーム上の出入口が１つ存在し、列車の扉番号１に近い位置
に存在しているような、駅の構造である。この駅Ａの各最短距離の値の中で最大値（最長
の距離値）と最小値（最短の距離値）を取り出し、この最大値と最小値の差と、最初に開
く扉から最後に開く扉までの時間（最大開扉時間差）との割合から開扉開始時間を算出す
る値（以降、開扉制御パラメータと呼ぶ）を求める。すなわち、開扉制御パラメータ＝（
最長の距離値－最短の距離値）／最大開扉時間差、である。ここで、記号／は除算を表す
。
【００３６】
　図３では、最長の距離値は扉番号４の８．１、最短の距離値は扉番号１の０．１である
から、最長の距離値と最短の距離値の差は８．０である、そして、最大開扉時間差は１０
秒であることから、開扉制御パラメータは８．０／１０＝０．８である。
【００３７】
　次に、各扉の開扉開始時間を算出する。図４では、最短の距離値０．１の扉（扉番号１
の扉）が最初に開く扉になるため、扉番号１の扉の開扉開始時間は０．０秒となる。また
、最長の距離値８．１の扉（扉番号４の扉）が最後に開く扉になるため、扉番号４の扉の
開扉開始時間は最大開扉時間差である１０．０秒となる。そして、扉番号１及び扉番号４
以外の扉の開扉開始時間は、開扉制御パラメータ０．８を使用して、開扉開始時間＝（自
身の扉の最短距離の値－最短の距離値）／開扉制御パラメータ、のように算出する。すな
わち、扉番号２の扉の開扉開始時間は、（３．１―０．１）／０．８≒３．８秒と、扉番
号３の扉の開扉開始時間は、（５．１―０．１）／０．８≒６．３秒となる。よって、各
扉の開扉開始時間は図４の囲み１０１のように算出される。
【００３８】
　上述した、各扉の開扉開始時間の算出は、算出用のプログラムを例えば、ハードウェア
としてのメモリに備え、ハードウェアとしてのコンピュータにより、前述したプログラム
をメモリから読み出して実行することにより実現するようにしても良い。
【００３９】
　以上の説明では、扉の開扉開始時間を、開扉制御パラメータを使用して、開扉開始時間
＝（自身の扉の最短距離の値－最短の距離値）／開扉制御パラメータと計算した。しかし
、開扉制御パラメータ＝（最長の距離値－最短の距離値）／最大開扉時間差であるので、
扉の開扉開始時間を、開扉制御パラメータを使用せず、開扉開始時間＝（（自身の扉の最
短距離の値－最短の距離値）／（最長の距離値－最短の距離値））×最大開扉時間差と計
算しても良い。ここで、記号×は乗算を表す。
【００４０】
　なお、図４の例では、図３の例における列車の各扉から駅プラットホーム上に設置され
ている出入口への各最短距離と、最初に開く扉から最後に開く扉までの時間（最大開扉時
間差）とに応じて開扉開始時間を算出した。しかし、例えば、列車の各扉から駅プラット
ホーム上の出入口への各最短距離が短い順に各扉の番号を複数のグループに分け、この短
い順に分けられたグループの順に、開扉開始時間が大きくなるように、各扉に対応する開
扉開始時間を算出しても良い。すなわち、予め最短距離が０．１～１．０までの扉の開扉
開始時間は１秒、最短距離が１．１～３．０までの扉の開扉開始時間は３秒、最短距離が
３．１～５．０までの扉の開扉開始時間は５秒のように最短距離の数値に応じて固定値を
決めておき、その値を割り振って開扉開始時間を決定しても良い。
【００４１】
　以上の説明では、本扉開閉装置１を有する列車と駅Ａとに関して開扉開始時間の値の計
算方法を示したが、本扉開閉装置１を有する列車と駅Ｂから駅Ｄに関しての開扉開始時間
の値の計算方法も駅Ａに関しての計算方法と同様である。
【００４２】
　例えば、図３の駅Ｂは列車の各車両の中央に出入口がそれぞれ１つずつ、計２つ存在す
るようなプラットホームの構造を持つ駅である。この駅Ｂに停車した列車の各扉からプラ
ットホーム上の出入口との最短距離は、各扉から最も近い出入口までの距離を最短距離と
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し、最短距離でない別の出入口までの距離は上記算出方法では考慮しない。この各最短距
離を用いて、上記計算方法を用いて同様に各開扉開始時間の算出を行う。
【００４３】
　図３の駅Ｃは、列車の扉番号４の近くに出入口が１つ存在するが、列車の扉番号１の扉
がプラットホームからはみ出してしまうような構造を持つ駅である。そのため、駅Ｃに停
車した列車の扉番号１の扉は開くことができず、図３では斜線で表している。この駅Ｃの
開扉開始時間算出方法は、まず、開くことのできない扉番号１は上記算出方法では考慮せ
ず、残りの扉番号２～４の３つの各扉から出入口までの最短距離から扉番号２～４の各扉
の開扉開始時間の算出を行う。算出方法は駅Ａと同様に行う。
【００４４】
　また、図３の駅Ｄは、駅Ａ，Ｂ，Ｃと同様の算出方法で各扉の開扉開始時間の算出を行
う。
【００４５】
　ここで、図２のフローチャートを用いて、本実施の形態に係る列車の扉開閉装置１の動
作を説明する。
【００４６】
　図２のステップＳ１では、開順序データ格納部５が、図４に示すように、本扉開閉装置
１を備えた列車の扉番号とこの列車が停車する駅の駅名（Ａ～Ｄ）とに対応させて、予め
計算された各開扉開始時間の値を格納する。開扉開始時間の値は、図３、図４で示すよう
に例えば外部装置等により、駅プラットホーム上の出入口から列車の各扉までの最短距離
が短い順に大きくなるように、かつこの距離に応じた時間間隔となるように予め計算され
る。そして、この外部装置が開扉開始時間の値を開順序データ格納部５に送り、開順序デ
ータ格納部５がこれを受け格納する。
【００４７】
　図２のステップＳ２では、扉開閉指示部２は、本扉開閉装置１を備えた列車が駅プラッ
トホームに進入してこの駅プラットホームの予定位置に停車するときに、例えば、車掌等
の列車のオペレータの操作による開扉指示を受けこの受けた開扉指示に基づいて列車の扉
を開くための開扉開始信号を出力する。車掌等の列車のオペレータの操作とは、例えば、
扉開閉指示部２の有するスイッチのオン等である。
【００４８】
　また、扉開閉指示部２は、本扉開閉装置１を備えた列車が駅プラットホームに停車する
ときに、開扉指示を、例えば列車が停車する駅が備えた駅装置から受けるようにしても良
い。駅装置は、例えば列車の停止位置に基づいて自動的に開扉指示を出力する。更に、扉
開閉指示部２は、開扉指示を、例えば列車の運行を管理制御する中央管理システムから受
けるようにしても良い。
【００４９】
　図２のステップＳ３では、扉制御部４は、開扉開始信号を受信しこの受信に応じて、現
在この列車が停車する駅名を、駅識別情報取得部３に要求する。
【００５０】
　図２のステップＳ４では、駅識別情報取得部３は、列車が予め保持している駅名テーブ
ル内の駅名を指し示すポインタを備え、扉制御部４からの駅名の要求に従い、ポインタが
指し示した駅名を駅名テーブルから取得する。そして、駅識別情報取得部３はこの駅名を
扉制御部４に出力する。駅名テーブルは、列車が運行して停車する複数の駅名を有する。
駅識別情報取得部３は、例えば、列車が停車後予め定めた時間以上の停車時間がありその
後発車した際に駅名テーブル内の駅名を差し示すポインタを次の駅名に移す。これは、次
に停車する駅の駅名を示している。
【００５１】
　また、駅識別情報取得部３は、列車が駅プラットホームに停車するときに、駅名を、例
えば、列車が停車する駅が備えた駅装置から取得するようにしても良い。更に、駅識別情
報取得部３は、列車が駅プラットホームに停車するときに、駅名を、例えば、中央管理シ
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ステムから受けるようにしても良い。
【００５２】
　図２のステップＳ５では、扉制御部４は、駅識別情報取得部３から、現在停車する駅の
駅名を受け、この受けた駅名と列車の扉番号とに対応するそれぞれの開扉開始時間を開順
序データ格納部５から取得する。
【００５３】
　図２のステップＳ６では、扉制御部４は、開順序データ格納部５から取得した各開扉開
始時間に従って列車の各扉を同じ開扉速度で順番に開くように開扉制御する。すなわち、
扉制御部４は、各扉に対し開指示を順番に送り、各扉はこの開指示を受け例えばモータ等
により自扉を開く。このため、列車の各扉は、開扉開始時間に従って駅プラットホーム上
の出入口に近い順に、かつ出入口からの距離に応じた時間間隔で開く。
【００５４】
　図２のステップＳ７では、車掌等の列車のオペレータは、列車の乗客の降車及び乗車を
確認し、列車の扉を閉じるための操作（扉開閉指示部２の有するスイッチのオフ等）を行
う。そして扉開閉指示部２は、列車のオペレータの列車の扉を閉じるための操作による閉
扉指示を受けこの閉扉指示に基づいて列車の扉を閉じるための閉扉開始信号を出力する。
【００５５】
　また、扉開閉指示部２は、閉扉指示を、例えば列車が停車する駅が備えた駅装置から受
けるようにしても良い。更に、扉開閉指示部２は、閉扉指示を、例えば列車の運行を管理
制御する中央管理システムから受けるようにしても良い。
【００５６】
　図２のステップＳ８では、扉制御部４は、閉扉開始信号を受信しこの受信に応じて、列
車の各扉を閉扉制御する。
【００５７】
　このように、本発明の第１の実施の形態によれば、扉制御部４が、開順序データ格納部
５から取得した各開扉開始時間に従って列車の各扉を同じ開扉速度で開くように開扉制御
する。このため、列車の各扉は開扉開始時間に従って駅プラットホーム上の出入口に近い
順に、かつ出入口からの距離に応じた時間間隔で開く。このような順番及び時間間隔で各
扉を開くことにより、列車の乗客は降車後駅プラットホーム上の出入口に、各扉の開扉開
始時間の順に向かう。このように、各扉は、開扉開始時間に従って出入口に近い順に、か
つ出入口からの距離に応じた時間間隔で同じ開扉速度により開く。つまり、異なる開扉速
度でかつ同時に開くことがない。このため、列車の扉から降車しようとしている乗客が、
ゆっくりと開きかけている列車の扉からからあわてて出ることがなく、怪我をする可能性
が低くなる。
【００５８】
　また、本発明の第１の実施の形態によれば、列車の各扉から駅プラットホーム上の出入
口までの予め定められた距離に基づいて、予め列車の各扉を開く順番及び時間間隔を決め
る。このため、運用される列車の機種に合わせて、毎日、速度パターン情報の更新等のデ
ータ更新が発生せず、手間やコストが掛からない。
【００５９】
　更に、本発明の第１の実施の形態によれば、列車の各扉から駅プラットホーム上の出入
口までの予め定められた距離に基づいて、列車の各扉を開く順番及び時間間隔を決める。
このため、列車が予定停車時刻から遅れて駅に進入しプラットホームに停車したときにも
、この決めた順番及び時間間隔を使用して列車の各扉を開くことできるので、列車の運行
状況の動的な変化に対して追従することができる。
（第２の実施の形態）
　図５は、本発明の第２の実施の形態に係る列車の扉開閉装置の一例を示す図である。
【００６０】
　本実施の形態に係る列車の扉開閉装置６は、扉開閉指示部７と、開順序データ算出部８
と、扉制御部９とにより構成する。
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【００６１】
　扉開閉指示部７は、列車が駅プラットホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置
に停車するときに、外部からこの駅の駅情報を受けこの受けた駅情報に基づいて、列車の
扉を開くための、駅情報を含んだ開扉開始信号を出力する。また、扉開閉指示部７は、列
車の停車後、乗客の降車及び乗車後に列車が停車する駅が備えた駅装置から閉扉指示を受
けこの閉扉指示に基づいて列車の扉を閉じるための閉扉開始信号を出力する。
【００６２】
　開順序データ算出部８は、扉開閉指示部７から開扉開始信号を受け、この開扉開始信号
に含まれる駅情報から駅プラットホーム上の出入口情報を取得する。そして、出入口情報
の示す、列車が予定位置に停車したときの列車の各扉から出入口までの距離が短い順に大
きくなるように、かつこの距離に応じた時間間隔となるように、それぞれの開扉開始時間
を算出する。開扉開始時間とは、列車が駅プラットホームに停車してから列車の各扉が開
扉を開始するまでの各予定時間を示す。また、開順序データ算出部８は、扉開閉指示部７
から閉扉開始信号を受け、この閉扉開始信号を出力する。
【００６３】
　扉制御部９は、開順序データ算出部８が算出したそれぞれの開扉開始時間を受けこの受
けた各開扉開始時間に従って列車の各扉を開扉制御する。また、扉制御部９は、開順序デ
ータ算出部８から閉扉開始信号を受信しこの受信に応じて、列車の各扉を順番に閉扉制御
する。
【００６４】
　前述した扉開閉装置６は、例えば、ハードウェアとしてコンピュータ及びメモリを備え
、扉開閉指示部７、開順序データ算出部８、及び扉制御部９の備えた機能をプログラムと
してメモリに格納しておく。そして、扉開閉装置６は、このコンピュータにより、前述し
たプログラムをメモリから読み出して実行することにより扉開閉指示部７、開順序データ
算出部８、及び扉制御部９の備えた機能を実現するようにしても良い。
【００６５】
　次に、本実施の形態に係る列車の扉開閉装置６の動作を図３、図４、及び図６を参照し
て詳細に説明する。
【００６６】
　図３は、本実施の形態に係る開扉開始時間算出に用いる列車の各扉から駅プラットホー
ム上の出入口までの最短距離の一例を示す図であり、本発明の第１の実施の形態で説明し
た内容と同じである。
【００６７】
　図４は、本実施の形態に係る開扉開始時間を算出する一例を示す図であり、本発明の第
１の実施の形態で説明した内容と同じである。
【００６８】
　図６は、本実施の形態に係る列車の扉開閉装置の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【００６９】
　図６のステップＳ１１では、扉開閉指示部７は、本扉開閉装置６を備えた列車が駅プラ
ットホームに進入しこの駅プラットホームの予定位置に停車するときに、列車が停車する
駅が備えた駅装置からこの駅の駅情報を受ける。駅装置は、例えば列車の停止位置に基づ
いて自動的に駅情報を出力する。駅情報は、例えば、駅プラットホームに進入した列車が
予定位置に停車したときのこの列車の各扉から駅プラットホーム上の出入口までの距離を
示す駅プラットホーム上の出入口情報を含んでいる。扉開閉指示部７は、この受けた駅情
報に応じて、列車の扉を開くための、この駅情報を含んだ開扉開始信号を出力する。
【００７０】
　また。扉開閉指示部７は、駅情報を、例えば列車の運行を管理制御する中央管理システ
ムから受けるようにしても良い。
【００７１】
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　図６のステップＳ１２では、開順序データ算出部８は、扉開閉指示部７から開扉開始信
号を受け、この開扉開始信号に含まれる駅情報から駅プラットホーム上の出入口情報を取
得し、この出入口情報から図３で示す列車の各扉から出入口までの最短距離を取り出す。
そして、この取り出した各扉に対応する最短距離が短い順に大きくなるように、かつこの
距離に応じた時間間隔となるように、列車が停車してから列車の各扉が開扉を開始するま
での各予定時間を示す開扉開始時間を列車の扉毎に算出する。開扉開始時間の値は、図３
、図４で示す例えば駅Ａ～Ｄの開扉開始時間の計算方法と同様の手順により算出する。
【００７２】
　図６のステップＳ１３では、扉制御部９は、開順序データ算出部８が算出したそれぞれ
の開扉開始時間を受けこの各開扉開始時間に従って列車の各扉を同じ開扉速度で開くよう
に順番に開扉制御する。このため、列車の各扉は開扉開始時間に従って駅プラットホーム
上の出入口に近い順に、かつ出入口からの距離に応じた時間間隔で開く。
【００７３】
　図６のステップＳ１４では、扉開閉指示部７は、列車の停車後、乗客の降車及び乗車後
に列車が停車する駅が備えた駅装置から閉扉指示を受けこの閉扉指示に基づいて列車の扉
を閉じるための閉扉開始信号を出力する。
【００７４】
　図６のステップＳ１５では、開順序データ算出部８は、扉開閉指示部７から閉扉開始信
号を受け、この閉扉開始信号を扉制御部９に出力する。
【００７５】
　図６のステップＳ１６では、扉制御部９は、開順序データ算出部８から閉扉開始信号を
受信しこの受信に応じて、列車の各扉を閉扉制御する。
【００７６】
　このように、本発明の第２の実施の形態によれば、扉制御部９が、開順序データ算出部
８が算出した各開扉開始時間に従って列車の各扉を同じ開扉速度で開くように開扉制御す
るので、列車の各扉は開扉開始時間に従って駅プラットホーム上の出入口に近い順に、か
つ出入口からの距離に応じた時間間隔で開く。このような順番及び時間間隔で各扉を開く
ことにより、列車の乗客は降車後駅プラットホーム上の出入口に、各扉の開扉開始時間の
順に向かう。このように、各扉は、開扉開始時間に従って出入口に近い順に、かつ出入口
からの距離に応じた時間間隔で同じ開扉速度により開く。つまり、異なる開扉速度により
同時に開くことがない。このため、列車の扉から降車しようとしている乗客が、ゆっくり
と開きかけている列車の扉からあわてて出ることがなく、怪我をする可能性が低くなる。
【００７７】
　また、本発明の第２の実施の形態によれば、列車の各扉から駅プラットホーム上の出入
口までの予め定められた距離に基づいて、予め列車の各扉を開く順番及び時間間隔を決め
る。このため、運用される列車の機種に合わせて、毎日、速度パターン情報の更新等のデ
ータ更新が発生せず、手間やコストが掛からない。
【００７８】
　更に、本発明の第２の実施の形態によれば、列車の各扉から駅プラットホーム上の出入
口までの予め定められた距離に基づいて、列車の各扉を開く順番及び時間間隔を決める。
このため、列車が予定停車時刻から遅れて駅に進入しプラットホームに停車したときにも
、この決めた順番及び時間間隔を使用して列車の各扉を開くことができるので、列車の運
行状況の動的な変化に対して追従することができる。
【符号の説明】
【００７９】
　　１　扉開閉装置
　　２　扉開閉指示部
　　３　駅識別情報取得部
　　４　扉制御部
　　５　開順序データ格納部



(15) JP 2012-171455 A 2012.9.10

　　６　扉開閉装置
　　７　扉開閉指示部
　　８　開順序データ算出部
　　９　扉制御部

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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